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研究成果の概要（和文）：南宋仏画の基準作となる大徳寺本は、今日に至る伝来において、異なる時空のコンテ
クスト間を越境移動してきた。その履歴を起点に展開する事象は、仏画制作と地域社会、外来美術の受容、美術
の制度と古美術、東西美術の比較考察という今日的な美術史学の課題を網羅するだけでなく、仏教史や歴史学、
宗教学、文化人類学などのさまざまな人文学の領域に対しても、雄弁な視覚資料を提供している。
本研究では、モノの社会生活や越境移動に注目する作品誌の観点から大徳寺本の歴史的役割を検証し、一作品が
ローカルであると同時にグローバルな言説に対しても開かれた存在であることを解明し、文物研究に対する新し
い人文学的アプローチを提示した。 

研究成果の概要（英文）：The Daitokuji 500 Luohans has circulated between and transcended a number of
　disparate contexts across time and space until the present. Because of its unique biography, the 
500 Luohans naturally gives rise to many art historical themes, including the relationship of 
Buddhist painting production to local society, the reception of foreign art, institutionalization of
 art in relation to antiquities, and comparative art history. Furthermore, it offers eloquent visual
 testimony to issues of concern to the other humanities fields, including Buddhology, history, 
religious studies, and cultural anthropology. This study explored the historical role of the 
Daitokuji 500 Luohans from the perspective of an art historical biography attentive to the social 
life of things and the consequences of transregional circulation. It offered new humanistic 
approaches to the study of art objects by demonstrating the ways in which a single artwork could be 
responsive to both local and global contingencies. 

研究分野：美術史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1990年代からの美術史学が課題としてきた近代の制度としての自国美術史を如何に克服していくのかという問題
に対して、近年、注目されている作品誌の観点から、一つの作品についての実証的な事例を具体的に検証し、大
徳寺本がローカルであると同時にグローバルな言説にも開かれた対象であることを解明したもので、今日的な作
品研究のモデルとなる。
今後は、作品誌的観点を発展させ、より広範な研究対象を網羅できる研究手法として、越境文物学という学際研
究の可能性を検討している。なお、研究成果は、国際シンポジウムの報告書として出版し、また三カ国語による
ウェッブサイトをとしてその概要が広く国内外に周知されている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
大徳寺伝来の五百羅漢図は、2009 年、奈良国立博物館で開催された『聖地寧波展』における公
開を契機として、制作当初の銘文の解読と制作における地域社会との関係性について解明が進
み、当時の仏教界の動向や歴史認識をしめす視覚情報の宝庫として、大いに注目を集める存在
であった。また大徳寺本は、今日に至る 800 年に及ぶ伝来の過程で、さまざまなコンテクスト
の間を移動し、日本では長らく唐絵制作の規範として機能し、近代になると欧米世界がはじめ
て眼にした偉大な中国絵画として、大いなる驚嘆をもって迎えられるなど、近年、新たな研究
手法として注目されている作品誌やモノの社会史という研究観点からも魅力的な研究対象とな
っていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、南宋の 100 幅で構成される大徳寺伝来の五百羅漢図について、作品誌の観点から分 
析する。作品誌とは、作品の履歴の全てを考察し、多方面から解明する手法である。本作を起
点とする事象は、仏画制作と地域社会、外来美術の受容、権力者の仏事と仏画の機能、美術の
制度と古美術、東西美術の比較考察等へと多方面に展開し、美術史学の諸課題を網羅する。作
品誌の観点から、大徳寺本がローカルであると同時にグローバルな言説にも開かれた対象であ
ることを解明し、今日的な作品研究のモデルを提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、大徳寺本がさまざまなコンテクストの間を移動する中で、じつに南宋絵画史から
日本の中世絵画史、近世絵画史、近代絵画史、さらに欧米の西洋絵画史という多方面にわたる
研究領域において、変わることなく規範的な作例として機能し、さまざまに受容されてきた履
歴をもつ点に注目し、①故郷での誕生、②日本への渡海、③唐絵としての規範性、④宝物から
美術へ、⑤戦後の美術史学という五つの画期を定め、大徳寺本の規範としての機能と受容の様
相を検証し、作品誌をめぐる調査とともに開かれた研究会を開催して議論した。最終年度には、
九州大学文系箱崎キャンパスを会場として、国際シンポジウムを開催し、2 日間で 300 名を超
える参加者があった。日・英・中の三カ国語による発表要旨集とウエッブサイトを作成・構築
したほか、日本語による報告書を年度末に刊行した。 
 
４．研究成果 
①故郷での誕生については、大徳寺本における 100 幅の全容において未解明の図像の典拠を解
明するとともに、南宋絵画史における従来の単線的な時系列にともなう様式発展の概念を、宮
廷を中心とする院体画、禅林を中心とする水墨画、教学仏教寺院における着色仏画という複眼
的な視点から再検討し、相互の連関作用として新たな時代相の解明を行った。②日本への渡海
では、日本における宋代仏画の受容という観点から、とくに明兆が大徳寺本を参照して制作し
た 50 幅本のヴァリエーションについて相互比較を行い、大徳寺本の宋画としての規範性と日本
における受容の特性を明らかにした。③唐絵としての規範性では、室町時代の唐絵鑑賞の時代
に、宋代仏画が如何に機能したのかという観点から、当時の権力者の滅罪儀礼と大徳寺本との
関係性を考察した。④の宝物から美術へでは、フェノロサがアメリカ東海岸で開催した展覧会
に焦点をあて、美術の本場で大徳寺本が如何に受容され、中国絵画及び東洋画に対する如何な
る認識を醸成したのか検討した。その宝物流出という事件は、大徳寺本の旧国宝指定を促進し、
また西洋での評価は、ヨーロッパとアメリカにおいて、明兆本と大徳寺本の理解の差違や混乱
から若干のズレがあったことを確認した。⑤戦後の美術史学では、1950 年代における方聞氏の
本格的な研究以降、中国絵画史の主な研究動向がメインストリームの検証へと転換し、ローカ
ルな地域や着色仏画の研究が盲点となって周縁化されたことを確認した。総じて、作品誌の観
点から、大徳寺本がローカルであると同時にグローバルな言説にも開かれた対象であることを
解明し、今日的な作品研究のモデルを提示することができた。将来的には、作品誌的観点を発
展させ、より広範な研究対象を網羅できる学際的研究手法として、越境文物学の可能性を検討
した。 
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